
BPSA  Building Performance Standardization Association 

 
  
 

平成25年度 建築基準整備促進事業 

P1.基準整備に関するニーズ・シーズ把握に関する検討 

調査報告 

一般社団法人 建築性能基準推進協会 
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はじめに 

調査の目的 

 建築基準法の技術基準については、研究や技術開発の進展

等に応じて、見直しを継続的に行う必要があり、その迅速な

対応を図る上で、民間事業者等からの建築基準改正提案の受

付・整理、分析等を行い、民間における基準改正ニーズ・

シーズを把握することが目的である。  

 

調査の概要 

 広く民間事業者等および建築関係団体等から建築基準に関
する見直し提案を受付け・整理するとともに、これらの提案
について基準改正に係る検討を行うための作業体制を設置・
運営する。 
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調査の項目 

(イ)基準改正提案の受付と整理等 

 広く民間事業者等からの建築基準法令上の技術基準（性能評価・試験方法等

を含む）に関する技術的提案を受け付け、建築基準の見直し事項の整理を行う。

これらを含め、その他の民間事業者等からの提案について、国土交通省と協議の

上、有識者、実務者等による技術基準原案作成に必要な検討を行うための作業体

制を設置、運営する。 

 また、本事業による既往の成果その他の基準見直しニーズについて、国土交通

省と協議の上、必要に応じ、追加的検証等を行う。 

(ロ)その他 
 建築基準整備促進事業の課題として設定すべき事項について情報収集を行う

とともに、（イ）の基準改正提案についての検討結果を整理し、次年度以降に必

要な検証内容を抽出する等により、建築基準整備促進事業の課題設定に関する予

備的調査を行う。 
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調査工程 
調査検討項目 

工程（2013年～2014年） 
備考 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

(ｲ)基準改正提案の受付と整理等 

    

民間事業者等からの技術的提案の受付 

                  ICBAｺﾝﾀｸﾄﾎﾟｲﾝﾄ窓口
の活用、他 

建築基準の見直し事項の整理 

                  

専用ｼｽﾃﾑを活用 

ＴＧの設置・運営 

※必要に応じて追加的検証 

                    

個別ＷＧの設置・運営 

                    

(ﾛ)建築基準整備促進事業の課題設定に
関する情報収集・予備的調査 

    

建築関係団体・民間事業者等 

より情報収集 

                  アンケート調査・ヒア
リングを実施 

案件毎の検討結果の整理 

                  

専用ｼｽﾃﾑを活用 

次年度以降に必要な検証内容 

の抽出 
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（イ）基準改正提案の受付と整理等 

調査の進め方 

 基準改正提案の受付と整理については、（一財）建築行政情報セン
ターの協力の下、コンタクトポイント専用システムを活用 。 

 基準見直しに関わる各種提案の整理等については、その対応方法等
について検討を行うためのＴＧを設置・運営する。さらに、個別提案
等に係る技術的な検討が必要な事項については、内容に応じて個別の
ＷＧを設置し、詳細な検討を機動的に行う。 

 

提
案
者 

コ
ン
タ
ク
ト
ポ
イ
ン
ト 

国
土
技
術
政
策 

総
合
研
究
所 

国
土
交
通
省
住
宅
局 

（独）建築研究所 

①技術提案 

②受付番号の連絡 

⑤検討結果の連絡 

③提案書の送付 ④技術的検討の送付 

協力 

⑤検討結果の連絡 
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（イ）基準改正提案の受付と整理等 

提案項目  
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（イ）調査フロー 

国土交通省 建築関係団体 

民間事業者等 

 
 
 
 

建築基準 

法令上の 

技術基準に 

関する 

技術的提案 

ヒアリング 

提案 

 性能協 
基準整備促進事業に関するニーズシーズ把握に関する検討 

 

次年度課題設定に関する予備的調査（ロ） 

 
① RC造 

② 鉄骨造 

③ 木造 

④ 免震構造 

⑤ その他（鉄筋コンクリート組積造など） 

⑥ 構造計算 

⑦ 建築関連規格 

⑧ 災害関連基準 等 

コンタクトポイント 
基準改正提案の受付・ 

整理（イ） 
 

提案窓口・ICBA 

ＴＧ定例会 
処理方針等確認 

コンタクトポイントの提案等に関する検討 

国土技術政策 

総合研究所 

建築研究所 

協力 

協力 

技術指導 

協力依頼 必要に応じてＷＧを 
設置し、検討 
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国土技術政策総合研究所 
（基準原案作成）  国土交通省 

（技術基準の策定・見直しの実施） 

平成25年度 建築基準整備体制 

 ●建築構造基準委員会 
  （委員長 久保哲夫 東京大学名誉教授） 

  
 ●建築防火基準委員会 
(委員長 辻本 誠 東京理科大学工学部第二部建築学科教授） 

                  

○木造基準化検討ＷＧ ○膜構造基準化検討ＷＧ 

○改正ＪＩＳ調査ＷＧ 

委員会・WG事務局の支援主体 

技術原案作成TG ※ 
（主査・国総研） 

基準整備促進事業 
（知見の収集・蓄積作業） 
（主体は国が公募・支援） 

 

  ・民間等からの基準見直し提案の整理業務を担う主体 
 
 
 
 

  ・特定の課題に応じ設定した方針に基づき、実験等を行う主体 
 
 個別基準・制度運用課題の調査検討 

21.ニーズシーズ把握に関する検討 
（一般社団法人建築性能基準推進協会） 

コンタクト 
ポイント 

（窓口： ICBA） 

地方公共 
団体 

指定機関 

個人 

民間大学 

提案 

成果 

建築研究所 

技術指導 

住宅局 

学識経験者・民間 
（JSCA、事務所協会、BCS）等 

技術基準 
原案の提示 

応募 

日本建築行政会議（JCBA） 
（地方公共団体、指定機関） 

参加 

知見提供 
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コンタクトポイント（提案受付窓口）に、2014年3月までに寄せられた民間等の技術提案の
うち、検討をおこなった案件48件。（Ｈ25新規提案を含む） 

  

 ＜建築基準法＞ 
  ①構造（26件） ＲＣ造 2件、Ｓ造 2件、木造10件、その他 8件 
  ②防火（17件） 防耐火構造 9件、防火材料 2件、防火設備1件、 

   区画貫通 2件、耐火検証 3件 
 
 ＜住宅の品質確保の促進等に関する法律 他＞ 

  ①構造の安定化2件／②火災1件／③劣化1件／③維持管理１件／ 
 

（イ）調査対象・調査状況 

<注>過年度に検討を行ったもの、事業期間外にＩＣＢＡの自主事業として受付および提案者へ回答を 

行ったものを含む。 
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（イ）調査対象・調査状況 

分野 案件番号 案件名 検討内容 

建築材料 130001 JIS A 5308レディーミクストコンクリートの最新版
の適用について 

Ｈ12建告第1446号における、JIS A 5308:2003（レディーミ
クストコンクリート）について、最新版JIS A 5308の規定に
関する検討。 

耐火構造 130002 耐火構造認定における適用鋼材拡大に関する
提案（BCR･BCP に関する提案） 

法第2条第七号の規定に基づく耐火構造認定を受けるた
めの性能評価における鋼材の適用範囲拡大（BCR・BCP

の追加）に関する検討。 

建築材料 130003 指定建築材料（木質複合軸材料）の見直しにつ
いて 

Ｈ12建告第1446号、第一、十一、木質複合軸材料におけ
る適用範囲拡大（木材＋鋼材の追加）に関する検討。 

耐火構造 130004 耐火構造認定における適用鋼材拡大の運用方
法に関する提案 

法第2条第七号の規定に基づく耐火構造認定を受けるた

めの性能評価において、大臣認定鋼材を適用範囲に追
加するための運用方法に関する検討。 

準耐火構造 

・防火構造 
130005 建築基準法第２条七の二、八号の認定を受け

たサイディング等の外装材の表面にタイル等を
仕上材として付加した際の取り扱いについて 

法第２条七の二、八号の認定を受けたサイディング等の
外装材の表面にタイル等を仕上材として付加した際の取
り扱いに関する検討。 

準耐火構造 130006 準耐火軒裏告示品目への「スラグせっこう板」追
加指定 

Ｈ12建告示第1380号、1358号における、準耐火軒裏告示
品目の追加に関する検討。 

平成25年度 新規コンタクトポイント案件（６件） 
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№ タ イ ト ル 分 野 

030003 
平成13年国土交通省告示第1347号第5の2-1に関する提案 

（居室に設置する感知器の種類追加の検討） 
火災 

030009 
平成13年国土交通省告示第1347号第5の4-2に関する提案 

（横主管に関する評価基準についての検討） 
管理維持 

090012 防火区画とすべき案件および、当該部位を貫通する処理について 防火 

110001 木造住宅の天窓について 防火 

110002 
平成13年国土交通省告示第1346号における3-1劣化対策等級（構造躯体等） 
への鉄筋コンクリート組積造の追加について 

構造 

（イ）検討終了案件と対応例 

 平成２５年度中に検討を行った案件４８件のうち、 
 ５件が検討終了となり、提案者に検討結果について 
 回答を行った。 
  
 
 

≪検討終了案件≫ 
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      平成26年国土交通省告示第151号により、評価方法基準（平成13年国土交通省告示第 

      1347号）の一部が改正された。 

■対応例その１ 

改正内容の概要： 

 

① 等級４において、居室の天井に設置される自動火災報知設備に 

  ついて、天井高さ８ｍまで熱式も可とする。 

 

②１０ｍ以内とされている掃除口間隔について、一定の条件下の 

  場合にあっては、１５ｍ以内でも可とする。 

 

③ RM造（鉄筋コンクリート組積造）について、鉄筋コンクリート 

 造の一部として、評価基準を追加。 

 

※対象案件 №030003、№030009、№110002 12 
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■対応例その２ 

■対象案件：№110001 

■提案名：「木造住宅の天窓について」 

 

      天窓に係る防火性能試験の設定について、天窓を屋根の一部 

      として扱い、屋根の飛び火性能、耐火性能等の評価試験を行う 

      ことができる旨が指定性能評価機関に周知された。 

 

      また、これに伴い、指定性能評価機関の業務方法書が改定された。 

       

 

 

  天窓に係る防火性能試験の設定について、天窓を屋根の一部 

 として扱い、屋根の飛び火性能、耐火性能等の評価試験を行う 

 ことができる旨が指定性能評価機関に周知された。 

 

 また、これに伴い、指定性能評価機関の業務方法書が改定された。 
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 調査項目（イ）の検討結果を踏まえ、次年度以降の建築基準 

 整備促進事業の課題として設定すべき事項について、以下 

 のとおり情報収集を行い、整理・分析を行った。 

 

① 建築関係団体等への基準整備に関するアンケート調査 
 
② アンケート調査による基準改正提案等の整理・分析 
査 
③ その他：学会・民間団体等の研究・技術開発情報の収集 

（ロ）その他：  

基整促の課題設定に関する予備的調査 
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 （ロ） ①建築関係団体等への基準改正提案に係る 
                         アンケート調査 

アンケート調査対象 
No 団 体 名 

1 日本建築学会 

2 空気調和・衛生工学会 

3 日本鋼構造協会 

4 日本建設業連合会 

5 日本建築士会連合会 

6 日本建築士事務所協会連合会 

7 日本建築構造技術者協会 

8 日本防火技術者協会 

9 建築設備技術者協会 

10 日本ツーバイフォー建築協会 

11 日本木造住宅産業協会 

12 プレハブ建築協会 

13 日本建築行政会議 

14 建築性能基準推進協会 

回答結果 
No 分野 件数 

1 建築材料 ２件 

2 一般構造 ５件 

3 建築設備 ５件 

4 構造耐力 １７件 

5 防火関係 ３件 

6 避難関係 ７件 

7 その他  ７件 

合
計 

４６件 
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 （ロ） ②アンケート調査による基準改正提案等の整理・分析 

調査により得られた基準改正提案と併せて、既往のコンタクトポイント案件及び検討結果、過年度の基
整促テーマについて整理・分析を行ったところ、以下のような傾向がうかがえた。 

■建築材料 

 今年度まで、CLT等の木質材料やアルミニウム合金材料等の基準整備について課題として取り上げら
れてきた。今回調査では、プレキャストコンクリートの強度管理基準整備や仮設建築物における37条の
適用に関する課題があげられている。 

 

■一般構造 

 今年度まで、アスベスト対策・ホルムアルデヒド対策について課題として取り上げられてきた。今回
調査では、換気の性能規定化についての検討や各部寸法のユニバーサルデザインとの整合に関わる見直
し等の提案があった。 

 

■建築設備 

 今年度まで、昇降機の安全対策について基準整備促進事業のテーマとして取り上げられてきている。
今回調査では、昇降機の範囲・定義の明確化の検討、排水トラップの技術規定について提案があった。
また、太陽光発電パネル等の設置の安全対策といった、今後さらに普及が予想される再エネ設備に関わ
る提案もあった。 
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■構造耐力 

 今年度まで、吊り天井等の非構造部材、基礎・地盤の基準整備、木造・ＲＣ造等の各種構造に関わる 

多様な技術基準の整備、長周期地震動に対する安全対策、津波避難等をテーマとしてきた。今回調査で 

は、木造の耐力壁、ＲＣ造のカットオフ筋の付着、基礎杭の性能評価といった検討課題やピロティー形 

式の建築物の基準整備についての提案があった。このうち木造の耐力壁については壁倍率の大臣認定に 

関わる内容のもので、大臣認定の一般化等に関するニーズがうかがえる。  

 

■防火関係 

 今年度まで、防火・避難対策等に関する実験的検討や耐火性能検証法・避難安全検証法に関する検討、 

大規模木造建築物の火災実験に係る検討等のテーマがあり、そのほかコンタクトポイントにおいては不 

燃処理木材の性能基準、外断熱工法の外壁の構造方法についての提案等があった。今回調査では、耐火 

・準耐火・防火構造の外壁の構造認定の取扱いについて提案があった。これについても防耐火構造につ 

いての大臣認定の一般化等に関わるニーズがうかがえる。 

 

■避難関係 

 今年度まで、避難安全検証等の見直しについて基準整備促進事業のテーマとして取り上げられてきた。 

今回調査では、ユニバーサルデザインとの整合に関わる見直し、特別避難階段・避難階段等の基準の検 

討、排煙設備の構造方法等について提案があった。また、非常用照明器具にＬＥＤを取り付けた場合の 

必要性能の検証の提案があった。 

 （ロ） ②アンケート調査による基準改正提案等の整理・分析 
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（ロ） ③その他：学会・民間団体等の研究・技術開発 
                          情報の収集 
 

近年取り組まれた学術的な研究や実務における技術開発の内容を把握
することを通じて、建築基準の見直しのニーズ・シーズに関連性があ
ると考えられる情報を抽出することを目的とし、学術研究団体の既往
の研究論文、民間事業者等による技術開発等に関する既往資料の収集
を行った。 

また、収集した情報について分野ごとに整理・分析を行った。 

調査対象： 

① 「建築基準関連 日本建築学会論文一覧（2009年以降）」 

② 建築専門誌「建築技術」（過去５年以内） 

③  建築専門誌「日経アーキテクチュア」（過去５年以内） 
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（ロ） ③その他：学会・民間団体等の研究・技術開発 
                              情報の収集 

  ■建築基準に関連する研究及び技術情報の分野別具体的テーマ 

①建築材料 

外装材（タイル）の剥落防止に関する工法開発が行われている。 

  

 

②一般構造 

採光、換気のための開口面積基準と建築設備の設置基準との関係に関する研究、エレベーターの非常時の換気量 

に関する研究が行われている。 

  

 

③建築設備 

免震エレベーターに関する技術開発が進められており、一般評定が取得されている。 

  

 

④構造耐力 

木造：材料強度と構造計算手法の基準の充実化に係る研究、伝統木造建築物の耐震・免震基準の整備に係る技術 

   的検討が進められている。 

鉄骨造：CFT（コンクリート充填鋼管構造）極細柱の開発、露出柱脚の設計法に関する研究が進められている。 

ＲＣ造：付属部材（袖壁・腰壁）付き柱・梁の構造特性評価や連層・開口付耐震壁の耐力評価に係る研究、高強 

    度鉄筋コンクリート造の耐震性能に関する研究並びに大臣認定取得及び実用化の取り組みが進められて 

    いる。また、混合構造構法（柱RC＋梁S）の性能評価取得が複数の事業者で進められている。 

    それ以外には、天井の脱落防止や高耐震化技術の開発、BIM（3次元建物モデル）による構造計算適合 

    性判定手法の研究や、地盤関連で住宅スケールにあった軽便・廉価な液状化・沈下対策工法の開発が進 

    められている。  
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⑤防火 

   大規模木造建築物の防火基準整備に係る研究が各部構法、学校施設について行われている。 

  また、国産材（針葉樹）の活用による耐火木造の基準整備に向けての開発・性能検証が進められている。 

 

  

 

 

⑥避難・消火活動 

消火・救助活動実態と建築基準法との関係性に関する研究が行われている。 

 

  

 

⑦その他（計画） 

  他用途建物から福祉施設（グループホームなど）、高齢者施設への転用改修に対する建築基準法の影響に 

 ついて、実態調査に関する研究が進められている。 

■建築基準に関連する研究及び技術情報の分野別具体的テーマ 

 
（ロ） ③その他：学会・民間団体等の研究・技術開発 
                           情報の収集 
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まとめ 

 本年度受付整理・調査を行った提案の中では、特に構造基準や防
火基準の見直しに関する内容が多数である中、大臣認定の一般化等
に関するニーズもうかがえた。 

 これらの提案について、適宜ＴＧおよびＷＧを設置、運営し技術
的検討を行った。 

その検討結果を踏まえて、本年度は評価方法基準（Ｈ13国交告第
1347号）の一部改正が実施されたほか、天窓に係る防火性能試験の

設定について、天窓を屋根の一部として扱い、評価試験を行うこと
ができる旨が指定性能評価機関に周知される等の対応に至った。 

 この他にも、建築技術の進展や新開発に伴い、建築基準の見直し
を求める声は多く、引き続き国土交通省の協力を得て、民間におけ
るニーズを常に把握し、整理検討していく必要性が認められる。 
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